
 

１．はじめに 

平成２９年度行政評価結果は、第５次総合計画前期基本計画に掲載する３８施策の平成２９年

度末現在での達成状況と、平成２９年度に施策目標を達成するために実施した主要な事業の概要

をまとめたものです。 

各施策及び施策を構成する事業を評価し、目標や課題、今後の方向性等を施策毎にとりまとめ

て公表することで、市議会や市民のみなさまに第５次総合計画の進捗状況や総合計画の推進に向

けた市の取り組みについての理解を深めていただくこと、透明な行政運営を実現することを目的

としています。 

 

２．行政評価とは 

施策や事業に目標を設定し、その達成度の向上をめざして、限られた資源（人・モノ・カネ）

や情報の有効活用を図る仕組みです。評価を通じて事業の見直しや改善を図るとともに、部局間

の情報共有を進め、市民に対しても説明責任を果たすことをめざします。 

 

平成２９年度決算では、以下の３つの評価を実施し、今後の行政経営や平成３１年度予算編成

に向けた施策の選択と集中、事務改善の基礎資料とします。 

 

○第５次総合計画の３８施策に対する「施策評価」 

○第５次総合計画・実施計画に掲載する事業に対する「事業評価」 

 （※河内長野市まち・ひと・しごと創生総合戦略事業を含む） 

○市内部で実施した施策評価を外部の視点で検証する「外部評価」（後日実施） 
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３．施策評価シートの見方 

 

 

第５次総合計画前期基本計画の施策
番号及び施策名称を記載しています。

施策目標の達成のために、現状
とめざす姿との差、今後取り組
んでいくべき課題について記載
しています。 

施策を実施することで１０年後（平成３７
年度）にめざす姿を記載しています。 

各指標の状況（目標に到達できて
いるか等）を記載しています。 

住みよさ指標の増減に関する、
担当部局での分析結果、考え方
を記載しています。 

施策の目標を指標化しています。
「当初」欄には、総合計画作成時
の数値を記載しています。 

平成２９年度の取り組み
による成果を記載してい
ます。 

上記の課題を解決するため、今
後、施策をどのように展開し、
構成する事業を改善するかを
検討し、その方向性を記載して
います。 

前年度の行政評価で策定
した施策の方向性を記載
しています。 

平成２９年度末現在での施策の達
成度を、住みよさ指標の状況から、
Ａ～Ｅの５段階で評価しています。
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住みよさ指標を補完する指標や、住みよさ指標の達成に
向けた中間目標となる指標、各構成事業の成果を示す指
標等を参考指標として設定し、設定値に対する各指標の
状況を記載しています。 

施策目標を達成するために平成
２９年度に実施した主要な事業
について掲載しています。 

「何・誰」をどのような状態にす
るために実施している事業か、目
的を記載しています。 

平成２９年度に実施した内
容、成果等について記載して
います。 

河内長野市まち・ひと・しごと創
生総合戦略の参考指標であるこ
とを示しています。 

河内長野市まち・ひと・しごと
創生総合戦略の事業であること
を示しています。 
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○施策評価の基準 

【各指標の評価】 

それぞれの指標が平成２９年度の目標値（設定値）に到達しているか等について、以下のと

おり４段階で評価しています。 

区分 評価基準 

○ 目標値（設定値）に到達している場合 

↗ 目標値（設定値）には到達していないが、上昇傾向である場合 

→ 目標値（設定値）に到達しておらず、横ばいである場合 

↘ 目標値（設定値）に到達しておらず、下降傾向である場合 

 

 

【総合評価】 

施策の住みよさ指標の状況を総合し、平成２９年度末現在での施策の達成度を、以下のとお

り５段階で評価しています。 

区分 評価基準 

Ａ 指標の目標値を全て達成し、達成度は予定以上の水準である 

Ｂ 指標の目標値を概ね達成し、めざす姿実現に向け順調に進んでいる 

Ｃ 一部指標は目標値を達成し、めざす姿実現に向け成果が表れつつある 

Ｄ 目標水準にほぼ到達している指標もあるが、全体として遅れ気味である 

Ｅ 指標は全て目標値に到達しておらず、成果がみられない 
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